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はじめに：コンタクトスボLツにおいて、口腔周囲の外傷の予防的器具

として、マウスカLド刎吏用は強く推奨されている。しかしながら、既

製のマウスガード洲固々人の伏態に紛こ適応しないこと、発声Uこく

いなと悟題があり、満足できる受け入れがされていなバそこでカスタ

ムメイドのマウスガードの醗がなされている。しかし材質ならびに咬

合との関系更に鍾撃に対する効果こづt・て｝蹴災の報告を見るが、設

計こ関するその他言蘇件が栽齢こ研究されていなし、特に、発声と

の関累こづいてぱまとんど報告がない本研究まより抵抗なく適切な

発声が蹴よマウスガードの駁計をめざして、その第一段階として音声

学的分析の一っであるLPC法の適当ト生と症伊験討から、マウスカLド

使用による構部轄の原因を明ら掴こするためのト資料を得る目的で

行っtCe

研究資料ならPtこ方法：資料は、高校ラグビコ部生徒8名を対象に、

マウスフォームドタイフ〉ウスガード装着前後に決められた単音を発

語させマイクロレコーダーにて記禄し、装着前後の音声学的変化を

SaLmd　sc　c］pe／16にて、］［R）当こよるフォルマント周波数z粒置変化

にて検討した。今回採用した単音ぱアそ壬『噺ヱタ行バ行である，

結果ならびに考察：1．ff℃法によるフォルマント抽出の信蜘由こつ

いては、各単音の分析区間の1ナンフ’リンク個数を結果的こ100前後と

して、その変助蹴こよる諦励〉ら検討した装着前後でO．1以上の変

動採数を示すフォルマント周波数FIJP　Fepを抜き出した結果、　O．1以上

を示すフォルマント周波数囎嚇渡分布贋立は、F3、　F2、そし

てF1（刀順である，すなわち、　F1が最も安定し抽土河能であることが

確認された62．フォルマント卿1取F3の1：匪蹴平価ま

F1とF2の関係に焦点を当て、且っ、］旺℃法の変動系券がO．1以下と

いう条件下で検討したそ〈螺適当な被単音は、セ、ツ、テ、プ、

べとなり、これらの音のフ＞d771・rg’ント周1⌒直からすべてF　1、

F2間が々ウスカLドi當麹こ接近する結果が得られた』また検査者と

横倹者の半｜．断から、著しく刻ヒした者力X比脚蜘ヒしなかった者｛こ対

してL一層接近している傾向が示された5

　本研究の1正）C法における繍ま、RdAiEim，－ATより報告さ

れたSOLmd　sipectrograpby，、　inear　Pld　e（滅㎎（LPO、　and　povver

輌na服輌s　3《蜘交研究からも同様iな結翻§報告さ才じており、

F1、　F2間の灘虫こづいても、口i銚における発部轄との関係

においてi骸報告された結果と一致し廿、た，今街よIPC法がフォ

ルマント周mmFl凪RSの抽出に妥当であるのが更に憐寸を進めると

共に、マウスカしド装着塒の発声の臥差について梼寸する必要性を認
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